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向精神薬等の過量服薬を背景とする自殺について 

 

 

 平素より精神保健福祉行政の推進にご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、最近の厚生労働科学研究において、精神科に受診していた自殺者が、自殺

時に向精神薬その他の精神疾患の治療薬（以下、「向精神薬等」という。）の過量服

薬を行っていた例（薬物が直接の死因ではない場合を含む）が多くみられるという

結果が出ております。また、最近の報道にもみられるように、向精神薬等の適切な

処方について国民の関心が高まっていること等も踏まえ、自殺念慮等を適切に評価

したうえで、自殺傾向が認められる患者に向精神薬等を処方する場合には、個々の

患者の状況を踏まえて、投与日数や投与量に注意を払うなど、一層の配慮を行って

いただくよう、管下医療機関に周知方お願い申し上げます。 
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向精神薬等の過量服薬を背景とする自殺について 

 

 

 平素より精神保健福祉行政の推進にご協力を賜り、ありがとうございます。 

また、自殺者が毎年 3 万人を超える高い水準で推移しているなか、救急医療機関

や一般の医療機関においては、うつ病等の精神疾患の患者を発見し適切に専門医療

機関に紹介するとともに、精神科医療機関においても医療の一層の質の向上を図る

など、自殺者を減らすための対策にご尽力を賜っておりますことに、御礼申し上げ

ます。 

さて、最近の厚生労働科学研究において、精神科に受診していた自殺者が、自殺

時に向精神薬その他の精神疾患の治療薬（以下、「向精神薬等」という。）の過量服

薬を行っていた例（薬物が直接の死因ではない場合を含む）が多くみられるという

結果が出ております。また、最近の報道にもみられるように、向精神薬等の適切な

処方について国民の関心が高まっていること等も踏まえ、自殺念慮等を適切に評価

したうえで、自殺傾向が認められる患者に向精神薬等を処方する場合には、個々の

患者の状況を踏まえて、投与日数や投与量に注意を払うなど、一層の配慮を行って

いただくよう、貴会員に周知方お願い申し上げます。 


